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令和５年２月栃木市教育委員会定例会会議録 

 

 令和５年２月栃木市教育委員会定例会を、令和５年２月２７日栃木市役所に招集した。 

 

１ 本委員会の出席者は、次のとおり 

  青木 千津子教育長  後藤 正人職務代理  福島 鉄典委員  西脇 はるみ委員 

大橋 孝子委員  館野 知美委員  林 慶仁委員 

 

２ 本委員会の欠席委員は、次のとおり 

本委員会の欠席委員は、無し。 

 

３ 本委員会に出席を求められた職員は、次のとおり 

教 育 次 長        名 淵 正 己 

参事兼教育総務課長        金 井 武 彦 

生 涯 学 習 課 長        黒 川 幸 咲 

文 化 課 長        奈 良 部  満 

 

４ 本委員会の署名委員は、次のとおり 

  林 慶仁委員 
 

５ 本委員会の書記は、次のとおり 

教育総務課 主事 飯島 英輝 

 

６ 本委員会の会議案件は、下記のとおり 
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日程第１ 会議録の承認 

 

 

日程第２ 教育長報告 

 

 

日程第３ 議事 

 

協議第 ２号  第３期栃木市教育大綱の策定について 

議案第 ３号  第３期栃木市教育計画の策定について 

議案第 ４号  栃木市教育委員会行政組織等規則の一部を改正する規則の制定について 

議案第 ５号  栃木市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則の一部を改正する規

則の制定について 

議案第 ６号  栃木市教育委員会の保有する個人情報の保護に関する規則を廃止する規則の制定に

ついて 

議案第 ７号  栃木市教育長の権限に属する事務の委任及び決裁規程の一部を改正する規程の制定

について 

議案第 ８号  第２期栃木市生涯学習振興計画の策定について 

議案第 ９号  第２期栃木市文化振興計画の策定について 

議案第１０号  栃木市文化振興計画推進本部設置要綱の一部を改正する要綱の制定について 

 

 

日程第４ その他 
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《会 議》 

教 育 長 ― 午前９時３０分定例会の開会を宣し、出席委員、出席を求められた職員、署

名委員、書記及び会議案件を報告する。 ― 

教 育 長 日程第１ 会議録の承認について、でございます。１月定例教育委員会の会議録

につきましては、あらかじめ委員の皆様に配付したとおりでございます。ご質問

ご意見等はございますでしょうか。 

大 橋 委 員 まず、会議録の４ページの（２）《いじめ・体罰（暴言）のない学校》に関して

の部分で、「そんなつもりはなかった」は通用しないというところで、対象の子

どもが何とも思っていないとしてもとあるのですが、これが対象の子どもが心に

傷を負ったりとか、ショックを受けたりとかそういった思いがあったときに、実

際に今そういうことが私の前で起きていて、学校に行けないとか、行き渋りがあ

るとか恐怖を感じるとか、そういった児童生徒がいます。そういった場合に、ど

のような指導や対応がされるのか、教育委員会として、何か明確な基準などあり

ますかということが１点目の質問です。それからこういった場合に、私もよく相

談を受けるので悩むのですが、学校に言うべきなのか、学校教育課に言うべきな

のか、教育長に申し上げるべきなのか、明確な相談窓口が私ですらよく分からな

いので、保護者の方はさらに分からないのではないかと思います。学校には子ど

もが通っているので、本当に言いにくいですよね。しかし、現実に子どもが嫌な

思いをしている場合に、どこに伝えたら解決するのか考えてしまいますので、お

伺いしたいというのが２点目の質問です。お願いします。 

教 育 長 ご質問いただきました会議録の内容は、私が１月教育委員会定例会の教育長報告

の中で、校長先生方にお願いしたいことの１つとしていじめ・体罰（暴言）のな

い学校に関してというところなのですが、子どもの生命や人権を守ることは何に

おいても最優先、その信念と姿勢を全職員でしっかりと共有してくださいという

こと、そんなつもりはなかったは通用しませんということ、当該児童生徒のみな

らず、周囲の子どもたちが見ていますということ、校長先生の強いリーダーシッ

プに期待します、ということをお願い申し上げたということを受けてのやり取り

だったかと思います。福島委員からこういう事例が実際にあったのでしょうかと

いうご質問を受けて、そういった事例がございましたとお答えしたわけなのです

が、児童生徒が悩みを持っていたり、つらい思いをしていたりということを見逃

さないために、学校では定期的に教育相談やアンケート調査を行っています。児

童生徒に対して年間最低２回はどの学校でもアンケート調査を行っていて、質問

内容といたしましては、何か悩んでいることはありますか、嫌な思いをしている

ことはありませんか、お友達がそんな思いをしているシーンを見たことがありま

すかというものなどです。そこで挙げられてきたもの、洗い出されたものについ

て個別に担任や、児童生徒指導主事を中心として組織で対応するというのが、基

本的なパターンになってまいります。どうしても自分から言い出せないお子さん

もいるかなとは思うのですが、その場合については保護者さんの方から、うちの

子がこんな風に悩んでますとか困ってますというご相談を、学校で担任や管理職

が受けることが大半かと思います。それでもなかなかという場合には、教育委員

会にお電話や直接お越しになって相談をしていただくこともあります。窓口とし
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ては、学校教育課に児童生徒指導を担当する指導主事が数名おりますので、そこ

に相談をしていただくことが多いですかね。あるいは学校教育課長のところにご

相談いただくということが多いです。直接私のところにというのも稀にあります。

教育委員会といたしましては、そういった話が耳に入ったり、相談を受けたりし

た場合には、その程度にもよりますけれども、実際に管理職や関係の教員に聞き

取り調査をしたり、お子さんの様子を聞いてきたりというようなことで学校訪問

をします。あるいは管理職に来てもらって適切な指導や対応をしてもらえるよう

に助言したり、指導したりするというシステムになっております。すみませんが、

改めて１点目の質問についてお聞かせいただきたく、お願いします。 

大 橋 委 員 例えば、体罰やセクハラ行為、パワハラ行為に関しての基準についてお聞きした

いです。おそらく１個１個はそれだけ見たら大きなことではない場合が多いと思

うのですが、それがあまりにも繰り返される場合であるとか、同じ生徒に対して

の場合とか、明らかに罪のあるような警察沙汰になるようなことは処分しやすい

と思うのですが、そうでない非常に曖昧なケースに関して、どういうものが良く

てどういうものが悪いというのは、私も段々わからなくなってきてしまっている

ので、何かそういった意味で教育委員会として基準みたいなものがあるのでしょ

うか。 

教 育 長 今のご質問に対して基準があるかというと、なかなか難しい問題がありますが、

何をもっても一番大切なのはお子さんの心ですよね。当該の児童生徒が元気で学

校にいきいきと通える環境を整えるということが一番大事なことですので、休み

がちになってしまったとかで、その原因が、例えば教員の対応に端を発するとい

うようなことがわかった場合には、やはりよく実態を調査して、適切な指導をす

るということに尽きると思います。その指導の仕方について教育委員会としては、

まずは管理職に指導や助言をして管理職から、その当該教員に指導を施していた

だくということになっています。ですので、とにかく実態をよく把握するという

ことが大切なのかなと感じているところです。なかなか基準についてはっきりと

言えない部分もあって申し訳ございません。 

大 橋 委 員 去年の夏ぐらいからずっと相談を受けてきた事案があって、お子さんが学校に行

ったり行かなかったりということだそうなのですが、そうなったことを教育委員

会へ学校からどの程度報告があるのでしょうか。そういうことを学校側は、やは

りなるべく内々で済ませたいという気持ちや、事を荒立てたくないという気持ち

があると思うので、そういうところが何かうまくいかないなと、私も相談を受け

て何回か学校にもお話をしたことがありますけれども、どうしたらその子が元気

に学校に行けるまでに回復するのだろうということに、正直そこまで学校側が心

を砕いているようには今のところは思えないというのがありますので、校長先生

のリーダーシップですけれども、校長先生もやはり人間なので、異動してしまえ

ばなかったことになる場合もありますよね。そうすると責任逃れというか、今年

度をうまく乗り切ってしまえ、事なきを得て 

しまえというような思いも無くはないのではないかなと、ちょっと思っています。

そこをどうしたらいいのかは、とても大きな問題というか課題になってしまうと

思うのですけれども、そのような思いがあります。一番は子どもの心なので、心
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が元気であればどんなことでも取り返せますし、頑張れるのですが、心を壊すよ

うな学校であってはいけないと思います。 

教 育 長 今いただいた大橋委員さんの熱い思い、ご意見は真摯に受け止めまして、とにか

く今そのお子さんがどういう状況なのかというのは、担当の指導主事の方から学

校の方にきちんと事実確認をさせていただいて、一刻でも早く、その子が心を立

て直して学校に元気に通えるように支援していきたいと思います。 

大 橋 委 員 ありがとうございます。 

教 育 長 他にいかがでしょうか。会議録についてはよろしいでしょうか。 

― なしの声 ― 

教 育 長 それでは、会議録への署名をお願いいたします。 

教 育 長 次に、日程第２ 教育長報告でございます。 

― ２月栃木市定例校長会の資料に基づき説明 ― 

１ はじめに 

２ 管理職期末面談を通して確認できた成果から 

〇不登校対応について 

・校内版適応指導教室を組織的に運営。多様なニーズをもつ生徒に柔軟に対応 

＜１０月新設を含む複数校＞ 

〇その他 

・校長自ら特別支援教育に係る研修を受講（放送大学等）、学びを校内外で生か

す＜複数校＞ 

・学校運営協議会で課外活動（陸上、吹奏楽、放課後子ども教室等）の在り方に

ついて協議 

３ 今季参加した各種講演会から（心に残ったお話…） 

・グーグルの社内調査で明らかになったこと→効果の出せるチームは、「心理的

安定性」が確保されている。「心理的安定性」とは、なんでもないこと（ちょ

っとした気付き）をしゃべれる安心感（１／２７実施 市男女共同参画の集い

より 講師：人工知能研究社 黒川伊保子氏） ― 関連資料として下野新聞

（令和４年１２月２０日号）より「雷鳴抄」を紹介 ― 

・在外日本人学校での経験から→「普通は多様」同じ基準で計れない。だから、

「人として大切にするべきこと」を判断基準にしよう、との感覚が身に付いた。

（１／２８実施 「岩舟の子どもをみんなで育てよう」講演会より 講師：文

科省在外派遣者等） 

・自然が教えてくれるもの 

①多様性 ②究極の癒し ③思いどおりにならないものの存在 

渡良瀬遊水地は、“国際空港” 

遊水地の主役は、何と言ってもＳｕｓｔａｉｎａｂｌｅな植物“ヨシ（アシ）” 

（２／５実施「渡良瀬遊水地講演会」より 講師：プロ・ナチュラリスト 佐々

木洋氏） 

４ 締めくくりの季節。特にお願いしたいこと 

（１）次年度に向けた準備へのお願いについては、１月定例会で示したとおり。 

改めて、《学校経営グランドデザインの策定》に際し、学校評価の分析結果等
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をもとに自校の課題をしっかりと把握し、具体的な改善策を打ち出されたい。 

また、《学力向上》、《いじめ・不登校・体罰の未然防止》に向けた取組につい

ては、どの学校においても最重要事項と捉え、新年度当初からの新体制におけ

る組織的かつスムースな滑り出しに注力いただきたい。 

（２）「人事異動」を、個々の教職員の成長と組織活性化への契機に 

※人事懇談、内々示、内示、辞令交付・発令、離任・着任の日程を確認させて

いただいた。 

５ おわりに 

本年度最後の校長会であったので、特に定年退職を迎えられる校長先生方へ、

長年に渡り大変お世話になりました、とお礼を申し上げた。 

教 育 長 私からの報告は以上でございます。ご質問等ございましたらお願いします。 

福 島 委 員 働き方改革についてのところのＰＴＡ組織のスリム化についてなのですが、確か

に今、新聞紙上でも印刷したりなどといったものは、もう外部委託にしているそ

うです。共働きのご夫婦の数が非常に増えたということもあって、ＰＴＡ活動を

負担に思っている方がたくさんいらっしゃるというような記事も載っていまし

た。ただ逆にＰＴＡ活動は、私がやったときもそうでしたが、栃木市の学校支援

ボランティアに繋がる活動が非常に多いと思います。ですから事務的なことなど、

人をかけなくてもいいようなことは、外部委託も含めて色々な形でスリム化して

いってもいいと思うのですが、肝心な子どもたちのためになることは、あまり減

らしてしまうと、結局は、その根幹に関わるようなボランティアの育成のような

ことができなくなってしまうので、そこは注意していただければと思います。 

教 育 長 おっしゃる通りだと思います。形骸化したものや形式的なものなど、減らせるも

のは減らした方がいいと思いますが、学校を支援したいという思いや応援したい

という思いまで省いてしまうのは、栃木市が狙っていることと逆行しますので、

本当に必要なものは残していくという考え方で、教育委員会も学校に助言したい

と思います。やはり、あるＰＴＡ役員の方から働き方改革ということで、ＰＴＡ

の活動が制限されるのが何だか少し寂しいという声も直接的に届いていますの

で、省けるものと省いてはいけないものを、きちんと精査していかなければなら

ないと思います。ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

舘 野 委 員 不登校対応についてのところの２つ目について、複数校がタブレットを活用して、 

リモートで朝の会や授業を実施とありますが、具体的に何校で行われているので

しょうか。また、対象児童がどのくらいいて、そのうちどのくらいの子が参加で

きているのか、もし分かれば教えていただきたいです。 

教 育 長 はっきりとした校数は浮かばないのですが、中学校で２、３校、小学校でも３、

４校あったと思います。教室に入れなくて、校内版適応指導教室などのようなと

ころにいる子は、今まで別のワークをやったりとか、別の勉強やったりなどが主

流だったのですが、タブレットで授業風景を映しながら、そこで勉強していると

いう学校が増えてきました。これからより増えるのかなと思います。対象児童と

いうのは、別室に登校している子とか、あるいはコロナなどで出席停止になって

いる子もタブレットで先生と繋がれる、朝の会の風景や授業も１、２時間程度見

られると言っていました。ただ、病気で休んでいる子に何時間も授業を受けても



 - 7 - 

らうのは無理なので、１時間か２時間程度、授業風景を映して、学校と繋がって

いるということを意識させるということで行っています。学力向上というよりは

誰一人取り残さないという考えのもとに行われているものです。正確な校数が分

からなくて申し訳ありません。徐々に、こういったタブレット等を活用してのリ

モートでの授業というのが進んできているかなと思います。ただ、学校間の差と

いうのはどうしてもあって、そこのところをあまり差が出ないようにしなければ

いけないなと思っていますが、一律に、同じようにというのは、なかなかまだ過

渡期といいますか、もう少し時間が経たないと進んでいかないかなという学校も

見られます。それは正直なところですね。他にいかがでしょうか。 

後 藤 委 員 他の委員さんからも働き方改革について意見が出ましたが、これは時代の流れの

中で、当然、働き方を見直すことはすごく大事なことだと私は思っています。た

だ、一般社会の方の中には、先生方が楽をするのではないかという意味合いに受

け止めている方もいなくもないです。働き方改革とはつまるところ、教育の質を

向上させるということで、ここにもありますように生まれた時間を、子どもに返

していくということが非常に重要だと思います。ただ、コロナ対策と働き方改革

がリンクして、余計なことはできるだけやめていこうということで、例えば学校

行事、それから地域対応、そして先ほど意見がありましたＰＴＡ活動など、こう

いうものを極力縮小していって、令和５年、令和６年になったときに元に戻せる

かというと、いや、去年はこういうやり方をしていたので、来年もこういうやり

方にしていきますというような、１つの実績であるかのように変わってしまうの

ではと非常に懸念を抱いています。やはり、子どもを育てるということのために

学校があり、先生方がいらっしゃるわけですから、働き方改革の真意は何なのか

ということをしっかりと受け止めていかないといけないと思います。生み出した

時間は、子どもたちや保護者への対応などへ使うべきだと思っていますので、そ

の辺りをお願いしたいなと思います。 

教 育 長 はい、貴重なご意見ありがとうございます。働き方改革の一番の目的は、教員が

本来行うべき教育活動というか、子どもに直に接して対応するということに時間

を使えるようになるためにやるものと思っていますので、貴重なご意見を踏まえ

まして、働き方改革に取り組んでいけたらなと思います。ありがとうございます。

他にいかがでしょうか 

― 質問なし ― 

教 育 長 次に、日程第３ 議事に入らせていただきます。協議第２号 第３期栃木市教育

大綱の策定について、を議題といたします。教育総務課長より説明をお願いしま

す。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１条の３第１項の規定に基づき策

定した、栃木市教育大綱（改訂版）の期間終了に伴い、令和５年度からの教育行

政分野の基本方針である第３期栃木市教育大綱を策定することについて、協議を

求める旨説明。 

教 育 長 協議第２号ついて、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

福 島 委 員 内容についてではないのですが、ご説明があったとおり、教育大綱の下に教育計
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画があるということですが、スポーツや公民館の部分に関する具体的な施策とい

うのは、この教育計画とは別に定めがあるのでしょうか。スポーツ等に関しても

重要だと思いますので、教育大綱にはスポーツのことが載っていて、教育計画に

は全くなかったので確認させていただきたいです。 

教育総務課長 まず、スポーツに関しましては、栃木市スポーツマスタープランというものを現

在策定しているところです。こちらの中に、本市におけるスポーツの振興に関す

る様々な施策が位置づけられるものと考えております。また、公民館につきまし

ては、地域振興部が新たにできまして、そこに各公民館が位置づけられていると

いう状況でございます。今後、地域振興部におきまして、公民館における基本的

な活動のための方針といったものが取り決めされていくものかなというふうに

考えているところでございます。 

福 島 委 員 ありがとうございます。 

教 育 長 他にいかがでしょうか。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは、協議第２号について、原案にご異議ございませんか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 協議第２号については、異議なきものと認めます。 

教 育 長 次に、議案第３号 第３期栃木市教育計画の策定について、を議題といたします。

教育総務課長より説明をお願いいたします。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

平成３０年３月に策定した栃木市教育計画後期計画の計画期間終了に伴い、計画

的かつ効果的な教育行政を推進するため、令和５年度からの第３期栃木市教育計

画を策定することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第３号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

福 島 委 員 教育計画は概要版と詳しいものがありますが、概要版はどういったところに配置

されるのでしょうか。 

教育総務課長 基本的に教育計画本体につきましては、学校現場や各教育関係機関に送らせてい

ただく予定でございます。また、概要版に関しましては、先生方が主な配布先に

なるかなと思います。市内に約１０００名の先生方がいらっしゃいますので、そ 

ういった先生方１人１人に行き渡るような形で配布させいただきたいと考えてい

るところでございます。 

福 島 委 員 分かりました。ありがとうございます。 

教 育 長 他にいかがでしょうか。 

― 質問なし ― 

教 育 長 議案第３号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでしょうか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第３号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第４号 栃木市教育委員会行政組織等規則の一部を改正する規則の制

定について、を議題といたします。教育総務課長より説明をお願いいたします。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

教育委員会事務局における分掌事務の見直し、市長部局における令和５年４月１

日の組織改編及び栃木市個人情報保護条例の廃止に伴い、所要の改正を行う必要
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が生じたため、栃木市教育委員会行政組織等規則の一部を改正する規則を制定す

ることについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第４号について、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは、議案第４号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでし

ょうか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第４号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第５号 栃木市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規

則の一部を改正する規則の制定について、を議題といたします。教育総務課長よ

り説明をお願いいたします。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

市長部局における令和５年４月１日の組織改編に伴い、所要の改正を行う必要が

生じたため、栃木市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則の一

部を改正する規則を制定することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第５号について、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは、議案第５号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでし

ょうか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第５号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第６号 栃木市教育委員会の保有する個人情報の保護に関する規則を

廃止する規則の制定について、を議題といたします。教育総務課長より説明をお

願いいたします。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

 栃木市個人情報保護条例の廃止に伴い、栃木市教育委員会の保有する個人情報の

保護に関する規則を廃止する規則を制定することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第６号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは議案第６号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでしょ

うか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第６号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第７号 栃木市教育長の権限に属する事務の委任及び決裁規程の一部

を改正する規程の制定について、を議題といたします。教育総務課長より説明を

お願いいたします。 

教育総務課長 〔説明要旨〕 

 専決事項の見直しに当たり、所要の改正を行う必要が生じたため、栃木市教育長

の権限に属する事務の委任及び決裁規程の一部を改正することについて、議決を

求める旨説明。 

教 育 長 議案第７号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

後 藤 委 員 今日の議案には、施行していた規則等を改正するというものがたくさん出てきて

いて、議案書にある案の附則には全て令和５年４月１日より施行するとあります
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が、それはやはり改正するではなく、施行するなのでしょうか。 

教育総務課長 規則が当初できますと、規則を制定したものと併せて規則の効力日を示して施行

していくという形になります。改正のたびに、教育委員会などにお諮りをして議

決を頂くということ、あるいは規則以外の要綱や要領などは、また別の手続きに

なっていきますけれども、最初に規則を制定して、その後改正をするために、改

正をする規則を制定していくという形になっております。その改正をする規則に

対して、それぞれ効力を発する施行日が違うということがありますので、それぞ 

れこのように施行日を定めて制定していくものになるのかなと考えているところ

でございます。 

教 育 長 他にいかがですか。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは議案第７号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでしょ

うか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第７号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第８号 第２期栃木市生涯学習振興計画の策定について、を議題とい

たします。生涯学習課長より説明をお願いいたします。 

生涯学習課長 〔説明要旨〕 

 平成３０年３月に策定した栃木市生涯学習振興計画（改訂版）の計画期間終了に

伴い、計画的かつ効果的な生涯学習施策を推進するため、第２期栃木市生涯学習

振興計画を策定することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第８号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

福 島 委 員 参考までにお聞きしたいのですが、生涯学習振興計画の素案の３４ページに、今

後取り組んでみたい生涯学習活動についてのアンケート結果で、医療・健康作り

が結構人気があるようなのですが、生涯学習課の講座でこういった医療・健康作

りに関するものはどの程度あって、実際にどういった内容の講座があるのでしょ

うか。 

生涯学習課長 生涯学習課で所管しております職員の出前講座では、認知症に関する講座やロコ

モに関する講座、体操の講座、軽スポーツに関する講座を各課にお願いして開催

しています。 

福 島 委 員 私の近所には高齢者が多く、健康にとても興味のある方が非常に多いので、健康

に関することだったら人が集まるのではないのかなと思い質問してみました。 

教 育 長 ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

舘 野 委 員 教えていただきたいのですが、社会教育関係団体というのは具体的にどのような

団体があって、いくつくらいあるのか教えていただきたいです。 

生涯学習課長 社会教育関係団体は、青少年育成市民会議や市ＰＴＡ連合会、女性関係団体、子

ども会・育成会など様々な団体があります。生涯学習課が把握している補助金支

援をしている団体は、現在のところ５団体あります。また、青少年育成部門では、

４団体ございます。市全体で言いますと公民館部分もありますので、把握しきれ

ていない状況です。 

舘 野 委 員 ありがとうございます。 
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教 育 長 それでは議案第８号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでしょ

うか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第８号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第９号 第２期栃木市文化振興計画の策定について、を議題といたし

ます。文化課長より説明をお願いいたします。 

文 化 課 長 〔説明要旨〕 

 平成３０年３月に策定した栃木市文化振興計画（改訂版）の計画期間終了に伴い、

計画的かつ効果的な文化振興行政を推進するため、令和５年度からの第２期栃木

市文化振興計画を策定することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第９号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

林 委 員 計画について問題があるとは考えていないのですが、いただいたパブリックコメ

ントの中で、いくつか共感するというか考えさせられるものがありました。例え

ば文化の定義についてですが、総合教育会議でスポーツ文化ということでスポー

ツは文化ではないのかと言った記憶があるのですが、確かに文化は言葉では、な

んとなく、漠然と分かっていますが、きちんと定義されてないという感じは確か

にいたします。また、本当に個人的な意見ですが、蔵の街音楽祭というものが栃

木市にあるということで、私は岩舟町に住んでいましたので、驚きまして、とて

も文化的な市であるなと思っていました。最終的に無くなってしまったというこ

とで、大変残念に思いましたし、やはり始めるのは簡単ですが、継続することは

意外と難しいというのは実感として感じさせていただきました。 

教 育 長 ありがとうございました。ご意見、ご感想として頂戴いたします。他にいかがで

しょうか。 

福 島 委 員 今日は計画が３つ出されていまして、教育計画に関しては、写真などが豊富に掲

載されていますし、カラー印刷ということもあって、非常に視覚に訴えるものに

なっています。生涯学習計画についても、文化振興計画についても内容は特に申

し上げることはありませんけれども、せっかく栃木市も美術館などがありますし

この計画の中にもっと人の目を引くような、遺跡であったり、西方城であったり、

絵も載せられるものがあれば載せて、もう少し訴えかけるというか、興味を引く

ものにしていってもいいのかなという気がしました。今回の計画についてはこれ

でいいと思いますが、今後第３期の計画等を作る際に、そういったことも入れて

みると面白いのではないかなと思いました。 

文 化 課 長 ご意見ありがとうございます。生涯学習計画と文化振興計画は自前で印刷するこ

とを考えておりまして、そういった事情もありましてこういったシンプルな形に

なりましたことを申し添えたいと思います。 

教 育 長 教育計画については業者に発注したということですね。 

福 島 委 員 なるほど、そういう事情だったのですね。分かりました。 

教 育 長 貴重なご意見ありがとうございました。他にいかがでしょうか。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは議案第９号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでしょ

うか。 



 - 12 - 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第９号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、議案第１０号 栃木市文化振興計画推進本部設置要綱の一部を改正する要

綱の制定について、を議題といたします。文化課長より説明をお願いいたします。 

文 化 課 長 〔説明要旨〕 

 市長部局における令和５年４月１日の組織改編に伴い、所要の改正を行う必要が

生じたため、栃木市文化振興計画推進本部設置要綱の一部を改正する要綱を制定

することについて、議決を求める旨説明。 

教 育 長 議案第１０号につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

― 質問なし ― 

教 育 長 それでは議案第１０号について、原案のとおり決定することとしてよろしいでし

ょうか。 

― 異議なしの声 ― 

教 育 長 異議なきものと認め、議案第１０号について、可決いたします。 

教 育 長 次に、日程第４ その他に入ります。令和５年度の定例教育委員会の開催日程に

ついて、教育総務課長より説明をお願いします。 

教育総務課長 〔令和５年度 定例教育委員会開催日程表に基づき説明〕 

教 育 長 ありがとうございました。以上で、本日の案件はすべて終了いたしました。委員

の皆様から何かございますか。 

― なし ― 

教 育 長 これをもちまして、本日の定例教育委員会を閉会といたします。ありがとうござ

いました。 

 

 

―― 午前１０時５７分委員会の閉会を宣した。―― 
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